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第７章 中小小売商業高度化事業，特定商業施設等整備事業その他の商業の活性化のための
事業及び措置に関する事項 

 

［１］商業の活性化の必要性  

 
【１．現状分析】 
   新潟市の中心市街地における商業の現状としては，平成 6 年から 14 年にかけて年間
小売販売額が約 21％減少しており，また，市全域の小売販売額に占める中心市街地の
割合も，平成 6年の約 34％から平成 14 年は約 28％にまで落ち込んでいる。 

   中心市街地の歩行者通行量も旧基本計画を策定した平成 12 年と比較すると，平成 17
年は約 22％減少している現状である。中心市街地に所在する百貨店の一画を利用した
行政サービスコーナーの開設等により，平成 18 年は前年比約 1％の微増となったもの
の，ピークの平成 12 年にはまだ程遠い状況である。 
   これは，新潟市内の小売場面積 1万㎡以上の大規模小売店舗（平成 20 年 1 月 1 日現
在届出 25 店舗）のうち，約半数（12 店舗）が平成 12 年以降に出店しており，その全
てが中心市街地以外に立地していること等が要因として考えられるが，本市において
は，中心市街地の商業集積の低下と空洞化が進んでいることは明らかである。 
   一方で，新潟県が実施した「平成 16 年 中心市街地に関する県民意識調査」の新潟市
分結果によると 69.4％の人が「中心市街地の活性化は必要である」と回答しており，
中心市街地に望むこととしては，「魅力ある店舗の充実」や「買い物の利便性向上」が
上位を占め，不足しているものとしては，「商業機能の充実」が上位に位置付けられて
いる。このことから商業機能に関してはニーズも多く，中心市街地の活性化を図るうえ
で重要な位置づけにあると考えられる。 
   また，新潟市が平成 17 年に実施した「新潟市古町地区の商業・消費動向にかかる実
態調査」によると，商店街・商店の利用促進に必要なものとして，来街者・商業者とも
に「そこでしか購入・飲食できないような商品」を上位で挙げている。このことからは，
中心市街地商店街の活性化には，郊外型大規模小売店舗にはない，個別化した消費者ニ
ーズに対応した個店の集積・魅力向上が必要であると考えられる。 
 
【２．商業活性化施策の必要性】 
   中心市街地の商業活性化のためには，郊外型大規模小売店舗との差別化を図った魅力
ある個性的な店舗が立地したくなるような商業環境づくりをすることが必要である。そ
のためには，これまでも実施してきた広域圏からの集客力のあるイベントの開催等のソ
フト事業と，老朽化したアーケードの改築・テナントミックス店舗の整備・観光文化拠
点施設の整備等のハード事業との両輪により，中心市街地ならではの賑わいを創出して
いくことが必要である。 
 
【３．フォローアップの考え方】 
   フォローアップについては，毎年度末に基本計画に位置づけた取組の進捗調査を行い
事業の促進などの改善を図る。 
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［２］具体的事業等の内容 
 
（１）法に定める特別の措置に関連する事業等 

事業名，内容及
び実施時期 

実施 
主体 

目標達成のための位置付け及び必
要性 

支援措置の
内容及び実
施時期 

そ の 他
の事項 

【事業名】 
上古町商店街ア
ーケード再整備
事業 

新 潟 市
上 古 町
商 店 街
振 興 組
合 
 
 
 

当該商店街は，白山神社と古町商
店街中心部を結ぶ門前商店街とし
て栄えてきたが，歩行者通行減，空
き店舗の増加の状況にある。 
ワークショップ等の結果，狭い歩

道幅，アーケードの古くて暗い形状
が商店街のイメージを悪くしてい
るという意見が大半を占めたこと
から，「楽しく歩ける」環境整備を，
個店魅力・利便性・地域貢献等の商
店街魅力向上のパッケージソフト
事業と併せ実施することで，来街者
の増加を図る。 
具体的には，歩車道の幅員変更等
による街路整備（新潟市が実施）と
併せ旧アーケードを撤去，景観や照
明に配慮したアーケードを再整備
するとともに，商店街の街歩きをサ
ポートするための，街の案内人やベ
ロタクシー（人力タクシー）等の魅
力向上のための事業の実施により，
公益文化・商業エリアをつなぐ当該
商店街の重要性を発揮し，両地区か
らの誘因効果を高める。 
これらは，賑わい・交流の促進の
目標（歩行者通行量）及び都市型雇
用の創出の目標（第 3次産業従業者
数）に必要な事業である。 
定期的フォローアップは，毎年１

回，当該商店街の歩行者通行量，新
規出店者数を調査する。 

【支援措置
の内容】 
 
中小小売商
業高度化事
業に係る特
定民間中心
市街地活性
化事業計画
の主務大臣
認定 
 
 
【実施時期】 
 
H20 年度 
 
 
 

戦 略 的
中 心 市
街 地 中
小 商 業
等 活性
化 支援
事業費
補助金
を活用 
 
 

【事業内容】 
歩道拡張と併せ
た，老朽化した
アーケードの再
整備及びソフト
事業 
 
 

【位置】 
上古町商店街 
全長：５００ｍ 
 
 

【実施時期】 
H20 年度 
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【当該中小小売商業高度化事業が，当該中心市街地内における他の商店街等への商業活性
化に係る取組にもたらす影響】 
  文化エリア（白山公園）と商業エリア（古町）を結ぶ商店街のアーケードの整備と併
せた取組により，「楽しく歩ける」商店街を確立することで，両エリアから流入する歩
行者を増加させ，当該商店街だけでなく近接する商店街間での回遊性向上が図られる。 
 
上古町商店街の歩行者通行量             （単位：人） 

 H15 H16 H17 H18 H19 
古町通３番町 3,926 3,654 3,006 3,487 2,455 

（事業実施箇所と周辺の状況）         （アーケード再整備後イメージ） 
                        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【個店の活力や集客力，営業状態等が全体の魅力の向上にどのように結び付き，また逆に，
商店街の特性や共同事業の成否が構成店舗の活力の向上にどのように結び付いている
のか，「個々の取組」と「共同的な取組」との連動内容】 
  上古町商店街は，伝統ある老舗商店，飲食店と近年増加した若者向けファッション関 
連の商店が混在し，それがまちの新たな魅力になっている。 
また，共同事業では商店街マップ，ＨＰの作成，空き店舗を活用したフリースペース
の運営のほか，隠れた個店を知ってもらうためのイベント等も行っており，構成店舗の
活力向上に役立っている。 
【当該中小小売商業高度化事業に影響を与える空き店舗数・率の現況】 
  平成 19 年で 21 店舗であり，増加傾向にある。 
 当該事業の実施及びソフト事業の商店街ＨＰの空き店舗入居者マッチングシステムの
更なる活用等により，空き店舗数０を目指す。 
  上古町商店街の空き店舗数・率 

  H15 H16 H17 H18 H19 
全店舗数 141 141 143 139 137 
空き店舗 9 10 10 14 21 

空き店舗率 6.4% 7.1% 7.0% 10.1% 15.3% 
 

白山神社・公園 

美術館 

大型店を中心とす

る商業中心地区 

上古町商店街 
（★は古町通３番町） 

公益・文化地区 
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【文教施設，医療施設，公共事業等まちの諸事業と連動した中小小売商業高度化事業であ
ること】 
  当該事業は，文化施設が所在するエリアと中心商店街との回遊性向上を図るものであ
り，新潟市が実施する歩道拡幅（路面整備）事業やふるまちどんどん等各種イベント事
業，商工会議所実施の大型ビジョン設置・ミニチャレンジショップ事業と連動した事業
である。 

 

【事業名】 
本町６商店街テ
ナントミックス
店舗建設及びア
ーケード改修事
業 
 
 
 

本 町 ６
商 店 街
振 興 組
合 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

当該商店街は，生鮮・一般食料品
店や食関連露店が多数集積した商店
街である。消費者から，「暗い」「汚
い」「ダサい」等の意見のほか，空き
店舗の増加で不足業種の発生が指摘
されているため，「新潟市民の台所」
として親しまれていることを基本
に，「和心を感じさせるモダンでおし
ゃれな街」を新コンセプトに，環境
向上，イメージ戦略（ＣＩ）を図る。 
そのため，商店街が空き店舗の用
地を取得して，テナントミックス店
舗を建設し，不足業種の確保と個性
的なオンリーワンショップの入店に
より商店街の競争力を向上させる。 
 また，イメージ改善及び環境向上
策として，暗い要因の一つであるア
ーケードは，丸行灯風の照明を設置
し，入口部分を和心を感じさせるデ
ザインに改修することで，商店街と
来街者のイメージを共有させるとと
もに，休憩設備を整備し，癒される
空間づくりを行う。 
 これらは，賑わい・交流の促進の
目標（歩行者通行量）及び都市型雇
用の創出の目標（第 3 次産業従業者
数）に必要な事業である。  
 定期的フォローアップは，毎年１
回商店街の歩行者通行量，新規出店
者数を調査する。 
※新潟市単独費補助金による支援措
置あり。 

【支援措置
の内容】 
 
中小小売商
業高度化事
業に係る特
定民間中心
市街地活性
化事業計画
の主務大臣
認定 
 
 
【 実 施 時
期】 
 
H21 年度 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

戦 略 的
中 心 市
街 地 商
業 等 活
性 化支
援 事業
費補助
金及び
中心市
街地再
活性化
特別対
策事業
を活用 
 
 

【事業内容】 
テナントミック 
ス店舗の建設と 
アーケードの改 
修等（入り口デ 
ザイン改修と照 
明設備付加） 
 
【位置】 
本町６商店街 
 
 
 
 

【実施時期】 
H21 年度 
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【当該中小小売商業高度化事業が，当該中心市街地内における他の商店街等への商業活性
化に係る取組にもたらす影響（当該商店街等及び当該中心市街地内における他の商店街等
の来街者数の現況等）】 
  来街者のニーズを反映したテナントミックス店舗，アーケードの整備等により，商店
街への来街者増加が見込まれ，近接した商店街間での回遊性の向上の取組が図られる。 
本町６商店街の歩行者通行量               （単位：人）  

 H15 H16 H17 H18 H19 
本町通６番町 11,110 11,861 10,153 12,185 9,704 

 
（商店街の全蓋ｱｰｹｰﾄﾞ）         （改修後イメージ） 

      
【個店の活力や集客力，営業状態等が全体の魅力の向上にどのように結び付き，また逆に，
商店街の特性や共同事業の成否が構成店舗の活力の向上にどのように結びついているの
か，「個々の取組」と「共同的な取組」との連動内容】 
  各商店の前の天井に統一看板を設置して来街者が買物をしやすい環境をつくり，お客
様に優しい商店街の魅力を向上させる。また，共同事業としては商店街ホームページの
運営や地域住民の協力を得た近隣商店街と同時開催のイベント実施により，来街者の増
加を図り，構成店舗の活力向上に繋げている。 
【当該中小小売商業高度化事業に影響を与える空き店舗数・率の現況】 
 平成 19 年で 6店舗であり，増加傾向にある。   
当該事業の実施により，空き店舗数０を目指す。 

 H15 H16 H17 H18 H19 
全店舗数 41 41 39 40 40 
空き店舗 4 3 2 3 6 

空き店舗率 9.8% 7.3% 5.1% 7.5% 15.0% 
 
【文教施設，医療施設，公共事業等まちの諸事業と連動した中小小売商業高度化事業であ
ること】 
  当該事業は，現在中心市街地で複数進行中のマンション建設事業等を踏まえ，中心 
 市街地生活者の買い物利便性向上を目指すとともに，千灯祭り等のイベント実施と連携 
することで，賑わい・交流の促進を図るものである。 
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【事業名】 
新潟駅前弁天通
商店街七福神関
連事業 
 

新 潟 駅
前 弁 天
通 商 店
街 振 興
組合 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 当該商店街は，新潟駅前に位置
し，通勤客や観光客で賑わう飲食店
を中心とした商店街である。  
今後の新潟駅周辺整備事業と連
動した一層のステップアップのた
めに，歴史的にも由来のある「弁天」
を活かして個性的な街並を形成し，
七福神をテーマにした活性化事業
により知名度の向上と新顧客開拓
を図る。 
由来のある七福神（9体）のモニ
ュメントを設置し，商店街とモニュ
メントの一体性を相乗させるイベ
ント（ＰＢ商品の開発、福袋セール
等）を実施することで，新潟駅前の
商店街の顔という存在を確立し，観
光客をはじめ一般市民を誘引，顧客
の固定化と売上増を目指す。 
これらは，賑わい・交流の促進の
目標（歩行者通行量）のため必要な
事業である。 
定期的フォローアップは，毎年１
回歩行者通行量を調査する。 
※新潟市単独費補助金による支援
措置あり。 

【支援措置
の内容】 
 
中小小売商
業高度化事
業に係る特
定民間中心
市街地活性
化事業計画
の主務大臣
認定 
 
 
【実施時期】 
 
H20 年度 
 
 
 
 
 
 
 
 

戦 略 的
中 心 市
街 地 商
業 等 活
性 化支
援 事業
費補助
金及び
中心市
街地再
活性化
特別対
策事業
を活用 
 
 

【事業内容】 
新潟駅周辺整備
事業と併せた，
七福神モニュメ
ント・案内板を
設置し、七福神
に関するイベン
トを実施。 
 

【位置】 
新潟駅前弁天通
商店街 
 
【実施時期】 
H21 年度 
 

 
【当該中小小売商業高度化事業が，当該中心市街地内における他の商店街等への商業活性
化に係る取組にもたらす影響（当該商店街等及び当該中心市街地内における他の商店街等
の来街者数の現況等）】 
 
  七福神と連動した商店街の話題性を提供することで，来街者の増加が見込まれ，共同
スタンプラリーを実施する柾谷小路商店街等，近接した商店街間での回遊性の向上を意
識した取組が期待される。 
 
新潟駅前弁天通商店街の歩行者通行量         （単位：人） 

 H15 H16 H17 H18 H19 
弁天１丁目 13,878 13,235 12,405 12,536 10,770 
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【個店の活力や集客力，営業状態等が全体の魅力の向上にどのように結び付き，また逆に，
商店街の特性や共同事業の成否が構成店舗の活力の向上にどのように結びついているの
か，「個々の取組」と「共同的な取組」との連動内容】 
 
  各個店が七福神に関連した商品や売り出しを実施することで，自店の独自性を出すと 
ともに商店街全体の独自性の創出に寄与する。また，共同事業としては七福神をテーマ 
にした商店街イベント実施等により来街者を増加させ，構成店舗の活力向上に繋げて 
いく。 
 
【当該中小小売商業高度化事業に影響を与える空き店舗数・率の現況】 
 
平成 18 年から０店舗の状況が続いている。当該事業の実施により，今後も空き店舗
数０を維持する。 
 

 H15 H16 H17 H18 H19 
全店舗数 107 103 103  97  98 
空き店舗 4 2 2 0 0 

空き店舗率 3.7% 1.9% 1.9% 0% 0% 
 
【文教施設，医療施設，公共事業等まちの諸事業と連動した中小小売商業高度化事業であ
ること】 
 
  当該事業は，新潟市が実施する新潟駅周辺整備事業等の公共事業と連動して新潟駅前
地区の活性化を図るものである。 
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【事業名】 
万代シテイ商店
街街路灯及び防
犯カメラ設置事
業 
 

万 代 シ
テ イ 商
工 連 合
会 商 店
街 振 興
組合 
 

当該商店街は，バスセンターを中
心として，百貨店・複合店舗等が集
積した市内でも随一の来街者数を
誇る商業地区である。 
現在の問題として，業態変化，営
業時間の延長等で，商店街全体の深
夜化と客層の低年齢化が進み，それ
をターゲットとした勧誘やキャッ
チ，ビラ配り等が増えてきている。 
そのため，明るく安全なイメージ

を保つ上で，街並みに合ったデザイ
ンで光量の強い街路灯や照明機能
の付いたベンチ，マップサインを設
置し，要所に防犯カメラを設置する
ことにより，マナー違反や犯罪防止
の啓発，健全な街づくりを進める。 
更に，新デザインの街路灯と併せ
た季節感のある演出を図り，イルミ
ネーション，街路灯バナーの装飾コ
ンテストやイベントスペースを活
用した屋台，オープンカフェの設置
等のイベントによる来街者増加の
相乗効果を図る。 
これらは，賑わい・交流の促進の
目標（歩行者通行量）のため必要な
事業である。 
定期的フォローアップは，年１回 

歩行者通行量を調査する。 
※新潟市単独費補助金による支援
措置あり。 
 

【支援措置
の内容】 
 
中小小売商
業高度化事
業に係る特
定民間中心
市街地活性
化事業計画
の主務大臣
認定 
 
 
【実施時期】 
 
H21 年度 
 
 

戦 略 的
中 心 市
街 地 商
業 等 活
性 化支
援 事業
費補助
金及び
中心市
街地再
活性化
特別対
策事業
を活用 
 

【事業内容】 
安全で安心な街
づくりのための
街路灯及び防犯
カメラ等の設置 
 
 

【位置】 
万代シテイ商店
街 
 

【実施時期】 
H22 年度 

 
 
【当該中小小売商業高度化事業が，当該中心市街地内における他の商店街等への商業活性
化に係る取組にもたらす影響（当該商店街等及び当該中心市街地内における他の商店街等
の来街者数の現況等）】 
 
  街路灯，防犯灯の整備による安心安全の向上により，更なる来街者の増加が見込まれ，
近接した商店街間での回遊性の向上を意識した取組が期待される。 
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万代シテイ商店街の歩行者通行量             （単位：人） 

 H15 H16 H17 H18 H19 
八千代１丁目 20,962 19,891 19,230 18,182 20,285 

 
【個店の活力や集客力，営業状態等が全体の魅力の向上にどのように結び付き，また逆に，
商店街の特性や共同事業の成否が構成店舗の活力の向上にどのように結びついているの
か，「個々の取組」と「共同的な取組」との連動内容】 
 
  万代シテイは，百貨店，セレクトショップ，シネコン等が集積し，従来から高い集客
力を誇ってきたが，平成 19 年 3 月にオープンしたラブラ万代には従来の新潟にはなか
った新たなテナントが複数入居しており，まちの集客力は更に増している。 
  また，商店街としても年間を通して様々なイベントを実施してまちの集客増を図って 
おり，構成店舗の活力向上に結び付けている。 
 
【当該中小小売商業高度化事業に影響を与える空き店舗数・率の現況】 
 
  平成 17 年から０店舗の状況が続いている。当該事業の実施により今後も空き店舗数
０を維持する。 
 

 H15  H16 H17 H18 H19 
全店舗数 85 80 73 78 81 
空き店舗 3 4 0 0 0 

空き店舗率 3.5% 5.0% 0% 0% 0% 
 
【文教施設，医療施設，公共事業等まちの諸事業と連動した中小小売商業高度化事業であ
ること】 
 
  万代シテイの商業施設と信濃川やすらぎ堤とをペデストリアンデッキで結び同地区
の魅力と回遊性向上を図るため，新潟市が実施する水辺空間自由通路整備事業と連動し
た事業である。 
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【事業名】 
柾谷小路商店街
包括的街区再生
事業 
 

柾 谷 小
路 商 店
街 振 興
組合 

当該商店街は，古町地区，万代地
区，新潟駅前地区という，本市の中
心市街地の核となる３つの商業集
積地区を連結する交通軸として位
置付けられている。また，当該商店
街は，古町地区の中央部に位置し，
古町地区の各商店街を連結してお
り，古町地区を訪れる来街者の回遊
活動の発着点となっていることか
ら，「中心市街地全体の軸」，「古町
地区の中心」という２重の拠点性を
有する商店街となっている。 
こうした立地特性を活かし，当該

商店街が有する拠点機能をより一
層発揮していくため，来街者のニー
ズも踏まえつつ，街区の再生に必要
な事業を包括的に実施する。 
具体的には，商店街の集客力向上
及び来街者の回遊活動の促進・円滑
化に資する空き店舗活用事業，商店
街の情報発信・イベント等のソフト
事業や，アーケードの再整備等の基
盤整備事業を実施する。 
本事業の実施により，当該商店街

の活性化と共に，古町地区全体に回
遊性向上などの波及効果を及ぼし
ていく。また，古町地区，万代地区，
新潟駅前地区を結ぶ中心軸の整備
が完了することで，３つの地区の連
結性が高まり，中心市街地全体の連
鎖的な活性化が促進される。 
このように，本事業は広域的な波及 
効果をもたらし，本計画の目標で

ある「賑わい・交流の促進」（歩行
者通行量）の達成のため極めて必要
性の高い事業である。 
なお，本事業の定期的フォローア
ップは，年１回歩行者通行量を調査
する。※新潟市単独費補助金による
支援措置あり。 

【支援措置
の内容】 
 
中小小売商
業高度化事
業に係る特
定民間中心
市街地活性
化事業計画
の主務大臣
認定 
 
 
 
【実施時期】 
 
H23 年度 

戦 略 的
中 心 市
街 地 商
業 等 活
性 化支
援事業
費補助
金及び
中心市
街地再
活性化
特別対
策事業
を活用 

【事業内容】 
空き店舗活用事
業、商店街の情
報発信、イベン
ト等のソフト事
業、アーケード
の再整備等の商
店街基盤整備事
業 

【位置】 
柾谷小路商店街 
 
全長：９００ｍ 
 

【実施時期】 
H24 年度 
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【当該中小小売商業高度化事業が，当該中心市街地内における他の商店街等への商業活性
化に係る取組にもたらす影響（当該商店街等及び当該中心市街地内における他の商店街等
の来街者数の現況等）】 
   空き店舗活用事業，商店街情報発信・イベント等のソフト事業と，基幹国道に面し
たアーケードの改築等の基盤整備により，近隣商店街も含めた回遊性の向上が促進さ
れ，来街者の増加が期待される。 
 
  柾谷小路商店街の歩行者通行量                    （単位：人） 

  H15 H16 H17 H18 H19 
上大川前通６番町 5,997 6,295 4,540 5,704 3,525 
西堀通６番町 4,051 4,542 3,238 3,177 2,404 

 

【個店の活力や集客力，営業状態等が全体の魅力の向上にどのように結び付き，また逆に，
商店街の特性や共同事業の成否が構成店舗の活力の向上にどのように結びついている
のか，「個々の取組」と「共同的な取組」との連動内容】 
  伝統ある老舗，集客力のある百貨店，専門店に加えて，最近は老朽化に伴う既存商業
ビルの建替えに伴い新たなテナントが出店する等，当該地区の魅力向上に寄与してい
る。また，組合員の業種構成が多様であるという商店街の特性を活かし，空き店舗活用
事業，情報発信事業，イベント事業等の実施にあたって，組合員が共同して事業を実施
し，多様な知見を集約・活用することにより，事業の共同事業を通した構成店舗の活力
向上を目指す。 
 
【当該中小小売商業高度化事業に影響を与える空き店舗数・率の現況】 
  当該商店街の空き店舗数は０である。 

 H15 H16 H17 H18 H19 

全店舗数 47 46 46 46 45 
空き店舗 2 0 0 0 0 
空き店舗率 4.3% 0% 0% 0% 0% 

 
【文教施設，医療施設，公共事業等まちの諸事業と連動した中小小売商業高度化事業であ
ること】 
  歩道整備事業（国土交通省が実施）と連動した事業である。 
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（２） ① 認定と連携した支援措置のうち，認定と連携した特例措置に関連する事業 

事業名，内容及
び実施時期 

実 施 主
体 

目標達成のための位置付け及び必要
性 

支援措置の
内容及び実
施時期 

そ の
他 の
事項 

【事業名】 
上古町商店街ア
ーケード再整備
事業 

新 潟 市
上 古 町
商 店 街
振 興 組
合 
 
 

ワークショップの結果，狭い歩道
幅，アーケードの古くて暗い形状が
商店街のイメージを悪くしていると
いう意見が大半を占めていることか
ら，歩車道の幅員変更等による街路
整備（新潟市が実施）と併せ旧アー
ケードを撤去，景観や照明に配慮し
たアーケードを再整備する。 
これらは，賑わい・交流の促進の
目標（歩行者通行量）及び就業機会
の増加の目標（第３次産業従業者数）
に必要な事業である。 
定期的フォローアップは，毎年１回，
当該商店街の歩行者通行量，新規出
店者数を調査する。 

【支援措置
の内容】 
 
戦略的中心
市街地中小
商業等活性
化支援事業
費補助金 
 
 
【実施時期】 
 
H20 年度 

 

【事業内容】 
歩道拡張と併せ
た，老朽化した
アーケードの再
整備 

【位置】 
上古町商店街 
全長：５００ｍ 
【実施時期】 
H20 年度 

【事業名】 
本町６商店街テ
ナントミックス
店舗建設及びア
ーケード改修事
業 
 

本 町 ６
商 店 街
振 興 組
合 

当該商店街は，生鮮・一般食料品店
や食関連露店が多数集積した商店街
である。 
消費者から，「暗い」「汚い」「ダサ

い」等の意見のほか，空き店舗の増加
で不足業種の発生が指摘されている
ため，「新潟市民の台所」として親し
まれていることを基本に，「和心を感
じさせるモダンでおしゃれな街」を新
コンセプトに，環境向上，イメージ戦
略（ＣＩ）を図る。 
そのため，商店街が空き店舗の用地
を取得して，テナントミックス店舗を
建設し，不足業種の確保と個性的なオ
ンリーワンショップの入店により商
店街の競争力を向上させる。 
 また，イメージ改善及び環境向上策
として，暗い要因の一つであるアーケ
ードは，丸行灯風の照明を設置し，入
口部分を和心を感じさせるデザイン

【支援措置の
内容】 
 
戦略的中心市
街地商業等活
性化支援事業
費補助金及び
中心市街地再
活性化特別対
策事業 
 
【実施時期】 
 
H21 年度 

 

【事業内容】 
テナントミック
ス店舗の建設と
アーケードの改
修等（入り口デ
ザイン改修と照
明設備付加） 
 
【位置】 
本町６商店街 
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【実施時期】 
H21 年度 

に改修することで，商店街と来街者の
イメージを共有させるとともに，休憩
設備を整備し，癒される空間づくりを
行う。 
 これらは，賑わい・交流の促進の目
標（歩行者通行量）及び都市型雇用の
創出の目標（第 3次産業従業者数）に
必要な事業である。  
 定期的フォローアップは，毎年１回
商店街の歩行者通行量，新規出店者数
を調査する。  
※新潟市単独費補助金による支援措
置あり。 

【事業名】 
新潟駅前弁天通
商店街七福神関
連事業 
 

新 潟 駅
前 弁 天
通 商 店
街 振 興
組合 

 当該商店街は，新潟駅前に位置し，
通勤客や観光客で賑わう飲食店を中
心とした商店街である。  
今後の新潟駅周辺整備事業と連動
した一層のステップアップのために、
歴史的にも由来のある「弁天」を活か
して個性的な街並を形成し，七福神を
テーマにした活性化事業により知名
度の向上と新顧客開拓を図る。 
由来のある七福神（9 体）のモニュ
メントを設置し，商店街とモニュメン
トの一体性を相乗させるイベント（Ｐ
Ｂ商品の開発、福袋セール等）を実施
することで，新潟駅前の商店街の顔と
いう存在を確立し，観光客をはじめ一
般市民を誘引，顧客の固定化と売上増
を目指す。 
これらは，賑わい・交流の促進の目
標（歩行者通行量）のため必要な事業
である。 
定期的フォローアップは，毎年１回
歩行者通行量を調査する。 
※新潟市単独費補助金による支援措
置あり。 

【支援措置の
内容】 
 
戦略的中心市
街地商業等活
性化支援事業
費補助金及び
中心市街地再
活性化特別対
策事業 
 
【実施時期】 
 
H21 年度 

 
 

【事業内容】 
新潟駅周辺整備
事業と併せた，
七福神モニュメ
ント・案内板を
設置し，七福神
に関するイベン
トを実施。 
 

【位置】 
新潟駅前弁天通
商店街 
 

【実施時期】 
H21 年度 
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【事業名】 
万代シテイ商店
街街路灯及び防
犯カメラ設置事
業 
 

万 代 シ
テ イ 商
工 連 合
会 商 店
街 振 興
組合 

当該商店街は，バスセンターを中心
として，百貨店・複合店舗等が集積し
た市内でも随一の来街者数を誇る商
業地区である。 
現在の問題として，業態変化，営業
時間の延長等で，商店街全体の深夜化
と客層の低年齢化が進み，それをター
ゲットとした勧誘やキャッチ，ビラ配
り等が増えてきている。 
そのため，明るく安全なイメージを
保つ上で，街並みに合ったデザインで
光量の強い街路灯や照明機能の付い
たベンチ，マップサインを設置し，要
所に防犯カメラを設置することによ
り，マナー違反や犯罪防止の啓発，健
全なまちづくりを進める。更に，新デ
ザインの街路灯と併せた季節感のあ
る演出を図り，イルミネーション，街
路灯バナーの装飾コンテストやイベ
ントスペースを活用した屋台，オープ
ンカフェの設置等のイベントによる
来街者増加の相乗効果を図る。 
これらは，賑わい・交流の促進の目
標（歩行者通行量）のため必要な事業
である。 
定期的フォローアップは，年１回歩
行者通行量を調査する。 
※新潟市単独費補助金による支援
措置あり。 
 

【支援措置の
内容】 
 
戦略的中心市
街地商業等活
性化支援事業
費補助金及び
中心市街地再
活性化特別対
策事業 
 
【実施時期】 
 
H22 年度 

 
 

【事業内容】 
安全で安心な街
づくりのための
街路灯及び防犯
カメラ等の設置 
 

【位置】 
万代シテイ商店
街 
 

【実施時期】 
H22 年度 
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【事業名】 
柾谷小路商店街
包括的街区再生
事業 
 

柾 谷 小
路 商 店
街 振 興
組合 

当該商店街は，古町地区，万代地区，
新潟駅前地区という，本市の中心市街
地の核となる３つの商業集積地区を
連結する交通軸として位置付けられ
ている。また，当該商店街は，古町地
区の中央部に位置し，古町地区の各商
店街を連結しており，古町地区を訪れ
る来街者の回遊活動の発着点となっ
ていることから，「中心市街地全体の
軸」，「古町地区の中心」という２重の
拠点性を有する商店街となっている。 
こうした立地特性を活かし，当該商
店街が有する拠点機能をより一層発
揮していくため，来街者のニーズも踏
まえつつ，街区の再生に必要な事業を
包括的に実施する。 
具体的には，商店街の集客力向上及
び来街者の回遊活動の促進・円滑化に
資する空き店舗活用事業，商店街の情
報発信・イベント等のソフト事業や，
アーケードの再整備等の基盤整備事
業を実施する。 
本事業の実施により，当該商店街の
活性化と共に，古町地区全体に回遊性
向上などの波及効果を及ぼしていく。
また，古町地区，万代地区，新潟駅前
地区を結ぶ中心軸の整備が完了する
ことで，３つの地区の連結性が高ま
り，中心市街地全体の連鎖的な活性化
が促進される。 
このように，本事業は広域的な波及
効果をもたらし，本計画の目標である
「賑わい・交流の促進」（歩行者通行
量）の達成のため極めて必要性の高い
事業である。 
なお，本事業の定期的フォローアッ
プは，年１回歩行者通行量を調査す
る。※新潟市単独費補助金による支援
措置あり。 

【支援措置の
内容】 
 
戦略的中心市
街地商業等活
性化支援事業
費補助金及び
中心市街地再
活性化特別対
策事業 
 
【実施時期】 
 
H24 年度 

 
 

【事業内容】 
空き店舗活用事
業、商店街の情報
発信、イベント等
のソフト事業、ア
ーケードの再整
備等の商店街基
盤整備事業 

【位置】 
柾谷小路商店街 
 
全長：９００ｍ 
 

【実施時期】 
H24 年度 
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【事業名】 
古町どんどん 
 

古町どん
どん実行
委員会 

 本市中心市街地の古町地区に所在
する，複数の商店街及び百貨店が連
携して実施する集客イベント。 
 商店街アーケード内で，大道芸・
バンド演奏等のパフォーマンスや，
各種屋台の出店等を実施することに
より，市内を超えた広域圏からの集
客を図り，商店街のＰＲを行うもの
であり，賑わい・交流の促進を目標
とする，中心市街地活性化に必要な
事業である。 
5 月中旬・10 月中旬に開催。 
※新潟市単独費補助金による支援措
置あり。 

【支援措置の
内容】 
 
中心市街地活
性化ソフト事
業 
 
【実施時期】 
 
H20 年度～ 

 

【事業内容】 
古町地区の複数
商店街及び百貨
店が連携して集
客イベントを実
施 

【実施時期】 
S55 年度～ 

【事業名】 
ＮＩＩＧＡＴＡ
光のページェン
ト 

ＮＩＩＧ
ＡＴＡ光
のページ
ェント実
行委員会 

中心市街地の新潟駅南口に約 200
本のけや木が立ち並ぶ「けやき通り」
を約 26 万球の電球で装飾し，冬の新
潟を彩る事業で，賑わい・交流の促
進を目標とする，中心市街地の活性
化に必要な事業である。 
 12月中旬から１月下旬にかけて開
催。 
新潟市単独費補助金による支援 
措置あり。 

 

【支援措置の
内容】 
 
中心市街地活
性化ソフト事
業 
 
【実施時期】 
 
H20 年度～ 

 

【事業内容】 
新潟駅南口のけ
や木通りに電球
装飾を施す 

【実施時期】 
S61 年度～ 

【事業名】 
にいがた食の陣 

食の陣実
行委員会 

中心市街地のホテル・料亭等で特
別メニューが飲食できる「食市座」
や，商店街アーケード内で多彩なオ
リジナル鍋が食べられる「当日座」
など，「米・酒・魚」王国の新潟の味
を広く全国にＰＲするものであり，
賑わい・交流の促進を目標とする，
中心市街地の活性化に必要な事業で
ある。 
※新潟市単独費補助金による支援 
措置あり。  

【支援措置の
内容】 
 
中心市街地活
性化ソフト事
業 
 
【実施時期】 
 
H20 年度～ 

 

【事業内容】 
新潟の豊富な食
材を全国に広げ
る様々な企画を
実施 

【実施時期】 
H4 年度～ 
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【事業名】 
ミニチャレンジ
ショップ「ヨリ
ナーレ」運営事
業 

新潟商工
会議所 

中心市街地の古町地区に所在す
る地下街の一角を，独立開業する意
欲のある方を対象としたミニチャ
レンジショップとして運営する。 
原則１年間の入居後に中心市街
地内に独立開店した場合，開業資金
を補助する制度を設けるなど，中心
市街地商店街の活性化を目的に実
施するものであり，都市型雇用の創
出を目標とする，中心市街地の活性
化に必要な事業である。 
※新潟市単独費補助金による支援
措置あり。 

【支援措置の
内容】 
 
中心市街地活
性化ソフト事
業 
 
【実施時期】 
 
H20 年度～ 

 

【事業内容】 
独立開業者向け
に低廉な家賃設
定のミニショッ
プを提供する 

【実施時期】 
H13 年度～ 

【事業名】 
にいがた総おど
り 

新潟総踊
り祭実行
委員会 

全国から集まる 200 団体，1万人
の踊り手チームが，万代地区をはじ
めとする中心市街地の商店街会場
で演舞を繰り広げる。 
 300 年前に 3日 3晩盆踊りを踊り
続けた昔の新潟の人々の情熱を思
い起こし，まちに活気を呼び戻そう
という事業であり，賑わい・交流の
促進を目標とする，中心市街地の活
性化に必要な事業である。 
9 月中旬に開催。 
※新潟市単独費補助金による支援
措置あり。 

【支援措置の
内容】 
 
中心市街地活
性化ソフト事
業 
 
【実施時期】 
 
H20 年度～ 

 

【事業内容】 
全国から集まっ
た踊り手チーム
が中心市街地商
店街で演舞を行
う 

【実施時期】 
H14 年度～ 
 

【事業名】 
中心市街地活性
化ソフト事業 

新潟市／
中心市街
地活性化
協議会等
対象事業
者 
※関係者等

の協議によ

り決定 

空き店舗対策，広域からの集客を見
込むイベント等のソフト事業を実
施する（助成する場合を含む）こと
により,中心市街地の再活性化を図
る。 

【支援措置の
内容】 
 
中心市街地活
性化ソフト事
業 
 
【実施時期】 
H20 年度～ 

 

【実施時期】 
H20 年度～ 
 

 
（２） ② 認定と連携した支援措置のうち，認定と連携した重点的な支援措置に関連する事業 

 
       該当なし 
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（３）中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業 

事業名，内容及び
実施時期 

実施 
主体 

目標達成のための位置付け及び必
要性 

支援措置の内
容及び実施時
期 

その
他の
事項 

【事業名】 
まちなか情報ひ
ろば整備事業 
 

（財）新潟
観光コン
ベンショ
ン協会，新
潟市 

新潟市の顔である古町地区の商
業施設の結節点となっている地下
街「西掘ローサ」に，文化・観光等
の情報発信機能を整備し，交流人口
の拡大を図る。 
これらは，賑わい・交流の促進を
目標とする，中心市街地の活性化に
必要な事業である。 

【支援措置の
内容】 
 
地域活性化・
経済危機対策
臨時交付金事
業 
 
【実施時期】 
H21 年度 

 

【事業内容】 
新潟の文化・観光
等の情報発信施
設の整備 
 

【位置】 
西掘ローサ内 

【実施時期】 
H21 年度 
～H22 年度 
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（４）国の支援がないその他の事業 

事業名，内容及
び実施時期 

実施 
主体 

目標達成のための位置付け及び必
要性 

国以外の支援
措置の内容及
び実施時期 

そ の
他 の
事項 

【事業名】 
上古町商店街魅
力向上パッケー
ジ事業 
 

新潟市上
古町商店
街振興組
合 
 
 

アーケードや街路の再整備と併
せ，食の福袋(P152 参照)，ベロタ
クシーなど，実施中の事業と新たな
事業を①商店街の独自性向上②来
街者の利便性向上③個店の魅力向
上④地域貢献，という４本柱に再編
成，パッケージで実施することで，
来街者の増加と賑わいの向上を図
る。 
具体的には，①商店街ＨＰ上の空
き店舗マッチングシステムを，ご意
見箱からの出店要望業種を把握し
て戦略的に誘致するとともに，情報
提供量の拡大を図るほか，携帯電話
閲覧可能化，上古町オリジナルグッ
ズの開発②来街者への個店トイレ
の提供促進・情報提供，商店街提携
駐車場の拡大③若手商人塾による
後継者育成，外部専門家を活用した
各店一押し商品開発と経営診断④
来街者へのご意見箱の設置や上古
エコバックの販売とバック利用者
への特典サービス等を実施する。 
これらは，賑わい・交流の促進の
目標（歩行者通行量）及び都市型雇
用の創出の目標（第 3次産業従業者
数）に必要な事業である。 
定期的フォローアップは，毎年１
回，当該商店街の歩行者通行量，新
規出店者数を調査する。 

【支援措置の
内容】 
 
新潟市単独費
補助金 
 
 
【実施時期】 
 
H20 年度～ 
 

 

【事業内容】 
商店街の独自
性，来街者の利
便性，個店魅力
向上及び地域貢
献に関するソフ
ト事業 

【位置】 
上古町商店街 

【実施時期】 
H20 年度～ 
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【事業名】 
市民イベントス
クエア事業 

新潟地下
開発株式
会社 

古町地区の地下街「西堀ローサ」
のほぼ中央に位置する「出会いの広
場」を市民イベント広場として整備
し，専門学校作品発表，若者パフォ
ーマンス，サッカー関連イベント，
小中学校商業体験会場等，様々なイ
ベントを実施する。 
西堀ローサは，古町地区の百貨店
や商店街を地下で結ぶ機能を有して
いるほか，若者向けのテナントが多
数入居しており，その中心で様々な
イベントを実施することは，賑わ
い・交流の促進を目標とする，中心
市街地の活性化に必要な事業であ
る。 

  

【事業内容】 
地下街の中心広
場をイベントス 
ペースとして運
営 

【位置】 
西堀ローサ 
 

【実施時期】 
H19 年度～ 

【事業名】 
情報通信関連産
業立地促進事業 

新潟市 本事業は一定規模以上の情報通信
関連産業（ソフトウェア業，情報処
理・提供サービス業，コールセンタ
ー，データセンター）が中心市街地
内に進出する際，3年間家賃補助を行
うものである。これにより中心市街
地に雇用の場を設け，就業者による
まちの賑わい創出を目指しているこ
とから，都市型雇用の創出を目標と
する，中心市街地活性化に必要な事
業である。 

【支援措置
の内容】 
 
新潟市単独
費補助金 
 
 
【実施時期】 
 
H14 年度～ 

 

【事業内容】 
家賃補助を行う
ことで，情報通
信関連産業を中
心市街地に誘致
する 

【実施時期】 
H14 年度～ 

【事業名】 
街角パフォーマ
ンス 
 

ふるまち
街角パフ
ォーマン
ス実行委
員会 

ジャズ・ポップス・ゴスぺルなど
様々なジャンルのミュージシャンに
よる演奏や，大道芸などのプログラ
ムを，古町商店街のアーケード内を
中心に 3 ヶ月に渡って実施するもの
であり，賑わい・交流の促進を目標
とする，中心市街地活性化に必要な
事業である。 
7～9 月にかけて開催。  

【支援措置
の内容】 
 
新潟市単独
費補助金 
 
 
【実施時期】 
 
H14 年度～ 

 

【事業内容】 
ジャズ演奏や大
道芸を３ヶ月に
渡り継続的に実
施 

【実施時期】 
H14 年度～ 
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【事業名】 
千灯まつり 
 

本 町５商
店街振興
会， 
本 町６商
店街振興
組合， 
新 潟市上
古町商店
街振興組
合 

 中心市街地の本町５，本町６，上
古町の各商店街を会場として，歩車
道に延べ数千個の手作り灯篭を並
べ，幻想的な夜の風景を演出する。 
 灯篭の作成にあたっては，地元の
小中学校，保育園，幼稚園，福祉作
業所などが協力しており，地域住民
を巻き込んだ取組となっている。 
中心市街地の複数の商店街が同時
に実施する夏の夜のイベントであ
り，賑わい・交流の促進を目標とす
る，中心市街地の活性化に必要な事
業である。 
 7 月下旬に開催。  

【支援措置
の内容】 
 
新潟市単独
費補助金 
 
 
【実施時期】 
 
H13 年度～ 

 

【事業内容】 
手作りの灯篭を
商店街の歩車道
に並べる 

【実施時期】 
H13 年度～ 
 

【事業名】 
観光循環バス運
行事業 

新 潟交通
（株） 

 中心市街地及びその隣接地区に点
在する観光施設を循環するバスを運
行する。 
バスには，新潟市出身の著名漫画 
家の作品に登場するキャラクターが
描かれ，本市の持つ漫画文化の魅力
を全国に発信するものであり，賑わ
い・交流の促進を目標とする，中心
市街地活性化に必要な事業である。 

【支援措置
の内容】 
 
新潟市単独
費補助金 
 
 
【実施時期】 
 
H15 年度～ 
 

 

【事業内容】 
市内中心部の観
光施設を結ぶ，
新潟駅発着の循
環バスを運行 
【実施時期】 
H15 年度～ 

【事業名】 
大型映像情報装
置設置事業 
 

新 潟商工
会議所 

新潟駅前及び古町地区に大型映像
情報装置を設置し，中心市街地の商
店街や商品，イベント，交通機関等，
中心市街地に関わる情報を提供する
ものであり，賑わい・交流の促進を
目標とする，中心市街地の活性化に
必要な事業である。  

  

【事業内容】 
様々な情報を提
供する大型映像
情報装置を設
置・運用する。 

【実施時期】 
H14 年度～ 
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【事業名】 
にいがたレンタ
サイクル事業 

に いがた
レンタサ
イクル研
究会 

低廉な料金で自転車を貸し出し，
中心市街地での移動利便性及び買い
回りの向上を図るものであり，開始
から 10 年が経過した現在，利用登録
会員数は約 4 万人に達し，市民，観
光客の足として確実に定着しつつあ
る。賑わい・交流の促進を目標とす
る，中心市街地の活性化に必要な事
業である。 
  なお，使用する自転車は，放置自
転車を新潟市が回収，整備した後，
研究会に貸し出したものであり，環
境面からの取組みとしても有用な事
業である。 

 
 

 

【事業内容】 
放置自転車を再
利用したレンタ
サイクル事業 

【実施時期】 
H14 年度～ 

【事業名】 
中心市街地ホー
ムページ運営事
業 

新 潟商工
会議所 

 中心市街地の古町地区における商
業・空き店舗・イベント・交通機関
等に関する情報を発信するホームペ
ージ「ふるまち・どっと・プレス」
を運営。 
賑わい・交流の促進，就業機会の増
加を目標とする，中心市街地の活性
化に必要な事業である。 

  

【事業内容】 
中心市街地の店
舗や商品，イベ
ント等の情報を
掲載したホーム
ページを運営 

【実施時期】 
H13 年度～ 

【事業名】 
観光文化拠点施
設整備事業 

新 潟三業
協同組合 

 新潟三業協同組合の活動拠点施設
である三業会館の建て替えととも
に，市民や観光客に対し，新潟芸妓
などの伝統芸能文化を披露・展示す
る観光拠点を整備する。 
 賑わい・交流の促進を目標とする，
中心市街地の活性化に必要な事業で
ある。 

  

【事業内容】 
三業会館の建替
えに合わせた，
観光拠点の整備 
【実施時期】 
H24 年度 
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【事業名】 
新潟市コンベンシ
ョン開催補助金 

（財）新
潟観光コ
ンベンシ
ョン協会 

 本事業は，国外・県外から一定規
模の参加者があるコンベンション開
催経費を助成することで，交流人口
の拡大を図り，万代島の朱鷺メッセ
等を活用した賑わいの促進を目指す
ものであり，賑わい・交流の促進を
目標とする，中心市街地の活性化に
必要な事業である。 
 
 

【支援措置
の内容】 
 
新潟市単独
費補助金 
 
【実施時期】 
 
H16 年度～ 

 

【事業内容】 
国外・県外から一
定規模の参加者が
あるコンベンショ
ン開催経費を助成
する。 

【実施時期】 
H16 年度～ 

【事業名】 
万代島にぎわい空
間創造事業 

新潟市／
万代にぎ
わい創造
株式会社 

 新潟港西港区の万代島地区は,み
なとまち新潟のシンボルとして,ま
た朱鷺メッセに代表される賑わい交
流の拠点地区として,今後も中心市
街地において大きな役割を果たして
いく地区である。そのため,平成 19
年に移転した魚市場跡地及び平成
22 年に移設した新潟漁協跡地につ
いても,朱鷺メッセや港に隣接して
いる利点を活かし,賑わい・交流の促
進,都市型雇用の創出を目標とする，
中心市街地の活性化に必要な事業で
ある。 
＜スケジュール＞ 
【魚市場跡地】 
平成 18 年度 事業方針の検討 
平成 19 年度 実施方針の策定 
平成 20 年度 事業者公募 
       土地利用方針再検討 
平成 21 年度 事業者再公募 
       事業着手 
平成 22 年度 営業開始 
【新潟漁協跡地】 
平成 22 年度 県との協議 
平成 23 年度 利用方針の検討 
平成 24 年度 事業の具体化 
 

  

【事業内容】 
魚市場跡地の有効
利用を目指した観
光拠点の整備 
敷地面積： 
約 21,000 ㎡ 
【位置】 
万代島地区 

【実施時期】 
H21 年度～ 
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【事業名】 
中心市街地回遊性
向上策の検討 

新潟市中
心市街地
活性化協
議会 
 

 古町・万代・新潟駅周辺の各地区間，
及び各地区と万代島地区間の連携を図
り，中心市街地の魅力を高める事業の検
討を行う。 
 本中心市街地は，古町，万代，新潟駅
周辺及び万代島の４つの地区で構成さ
れている。そのため，本中心市街地が魅
力的なまちとなるためには，各地区を巡
回するシャトルバスの運行や全地区共
通の駐車券の導入など，各地区間が連携
し，回遊性の向上を目指すことが必要で
ある。 

  

【事業内容】 
中心市街地に所在
する各地区（商店
街）間及び万代島
地区間の回遊性向
上策を検討する。 

【実施時期】 
H20 年度～ 

【事業名】 

萬代
ばんだい

橋
ばし

誕生祭 

萬代橋誕
生祭実行
委員会／
新潟市 

 国の重要文化財である萬代橋は，新潟
市の発展を支えたシンボルであり，また
信濃川，やすらぎ堤とともに作り出す景
観は新潟市の原風景でもある。萬代橋誕
生祭は，こうした萬代橋の歴史的な価値
や意義を再認識するため，まちづくり団
体や商工会議所，市民グループなど萬代
橋を愛する人々が主体となり，毎年 8
月に萬代橋たもとのやすらぎ堤などを
会場に水辺のコンサートやオープンカ
フェを行うものである。 
 毎年 1 万人以上の集客を誇るイベン
トであり，賑わい・交流の促進を目標
とする，本中心市街地の活性化に必要
な事業である。 

  

【事業内容】 
萬代橋の生誕を
祝い，オープンカ
フェや水辺のコ
ンサート，バザー
を開催する。 

【実施時期】 
H15 年度～ 

【事業名】 
水辺空間活用イ
ベントの検討 

中心市街
地活性化
協議会／
新潟市 

 本中心市街地の魅力の 1つは，重要文
化財である萬代橋と大河信濃川を有し
ていることである。この恵まれた歴史，
自然景観の中でのオープンカフェやジ
ャズコンサートは，萬代橋誕生祭でも大
変好評である。これらを定期的かつ長期
間開催することをは，賑わい・交流の
促進を目標とする本中心市街地の活性
化に資することから，実現に向けて検
討を行う。 
 

  

【事業内容】 
歴史，自然景観を
活かした集客イ
ベントの検討。 

【実施時期】 
H20 年度～ 
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【事業名】 
NIIGATA オ フ ィ
ス・アート・スト
リート 

新潟市/
新潟商工
会議所/
柾谷小路
商店街振
興組合/
万代シテ
ィ商工連
合会商店
街振興組
合 

新潟市の都心軸である古町・柾谷小路～
万代・東大通り～新潟駅に面した金融機
関のショーウィンドーに現代アート作
品を展示することにより、通りの話題性
や魅力を高める。 
これは、賑わい・交流の促進の目標（歩
行者通行量）のため、必要な事業である。 
 
 
 

  

【事業内容】 
金融機関等のショ
ーウィンドーに現
代アート作品を展
示する。 

【位置】 
古町・柾谷小路～
万代・東大通り～
新潟駅 
【実施時期】 
H22 年度～ 

【事業名】 
NIIGATA ショップ
デザイン賞 

新潟市/
新潟商工
会議所 

街の雰囲気や景観を左右する店舗デザ
インに光を当て，優れた店舗を新たなま
ち歩きの楽しみとして紹介するととも
に，こうした店舗を増やしていくこと
で，まちなかの景観を向上させようとす
るもの。賑わい・交流の促進，回遊性の
向上を目標とする中心市街地の活性化
に必要な事業である。 
 
 
 

  

【事業内容】 
内外装のデザイン
が美しい店舗を公
募し、その中から
優れた店舗を認定
店舗として広くＰ
Ｒする。 
毎年，飲食業部門，
物販・サービス業
部門それぞれから
３店舗程度を認定
する。 

【位置】 
中心市街地内 
【実施時期】 
H22 年度～ 

 
 
 
 


